
日常療養・在宅医療を支える医療連携（医療介護連携）の論点 その１ 

 

〇地元にかかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局を持つ意義 

（前提） 

〇 医療機能の分化・連携と地域包括ケアシステムの構築を一体的に推進するため、2014年に医療法の改正において、医療計画に

「地域医療構想」が掲げられ、都は 2016年に東京都地域医療構想を策定。今後、さらに病床機能の分化・連携や在宅医療の推進

などが進められていく方向である。 

〇 こうした国、東京都の医療政策の方針に基づき、市は、市民に密着した行政として、市民が望む地域医療の姿、地域のつなが

りによる支えという視点を踏まえ、地域の実情に応じた保健医療提供体制を構築することが求められている。 

 

現状・課題 論点 

 

〇 患者・国民に身近な医療の構築に向けて、かかりつけ医・

かかりつけ歯科医・かかりつけ薬剤師・薬局を持つことが推

進されている 

 

○ 市民に対するアンケート調査によれば、30 歳以上の市民で

は、市内・市外含めてかかりつけ医を持つ割合は５６．

５％、かかりつけ歯科医師を持つ割合は６８．４％、かかり

つけ薬剤師・薬局を持つ割合は２６．８％であった。 

  要介護認定者では、市内・市外含めてかかりつけ医を持つ

割合は８４．１％、かかりつけ歯科医師を持つ割合は６８.

５％、かかりつけ薬剤師・薬局を持つ割合は６０．８％であ

った。 

 

〇 地域のつながりや社会参加が健康に与える影響についての

研究によれば、地域組織への参加割合が高い地域ほど認知症

や転倒、うつのリスクが低い、参加組織の種類が多い者ほど

要介護認定の発生リスクが少ないといった結果が示されてい

る。 

 

 

地元にかかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局を持

つ意義 

 

１． 医療・介護専門職、家族、地域包括支援センター等が本人

の状況を的確に把握し、かかりつけ医と情報共有するため

にさらに必要な要素は何か 

 

２． かかりつけ医/歯科医/薬剤師・薬局を持つ重要性やメリッ

トは、市民に十分に伝わっているか 

 

３． 地域とのつながり（社会参加）の重要性を医療関係者（専

門職）から伝える可能性 

 

 

資料８－７ 


